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１．「移動する子どもたち」の時代

• 「国際移民の時代」（Castles & Miller,1993)

• 人々は仕事を、富を、安全を求め、
地球規模に東西南北を移動。

• その結果、

幼少期から移動する子ども、複数言語環境で

育つ子どもが増加している。

２．「移動する子ども」の言語教育

• これらの子どもたちの日本語教育は

「母語教育」

「継承語教育」

「第二言語教育」

「外国語教育」などと、区別されてきた。

→どれも言語教育：しかし、区別がつきにくい。

３．シドニーで出会った高校生

• さゆり・・東京生まれ。中学を卒業して、一家

で「豪州移住」。
• ジェニー・・豪州生まれ。幼少時に来日。10年

以上、日本暮らし。日本語堪能。

• ミカ・・・・日本生まれ、ロンドン育ち。日本のイ

ンターナショナル校を経由して豪州へ
• キム・・・在日コリアン3世。英語を学ぶために

単身で来豪。

４．本発表のテーマ

• 4人の高校生：日本語をLOTEとして学ぶ。

• これらの子どもたちにとって

日本語は「母語」か「第二言語」か「継承語」か
「外国語」か。

↓

「移動する子どもたち」の日本語教育を

どう捉えたらよいのか。

５．先行研究 その１

• 『アメリカで育つ日本の子どもたち―バイリン
ガルの光と影』（佐藤郡衛ほか編、２００８）

• この本の中で、片岡裕子「アメリカには日本
国籍、アメリカ国籍、二重国籍の子ども、日系
アメリカ人や国際結婚家庭の子どもなど、多
様な「日本人」の子どもがいる」「日本国籍を
持たなくても「日本人」と思う子どももいる」

• →「日本の子ども」とは誰か。定義の見直しを
提起。



６．先行研究 その２

• 同書で、佐藤郡衛は

「これらの多様な子どもたちを「第三の文化」を
持つ子ども（Third Culture Kids)と捉えること」

を提起。

↓

「混淆的なアイデンティティをもつ「新しい」日本
人」を支える枠組みの構想を、指摘。

７．先行研究 その３

• 「第三の文化」をもつ子ども(Third Culture Kids:

以下、TCK）の議論（１９５０年代から）。

TCKとは、

「成長期の重要な時期を親の文化の外で過ごし
た人である」（Pollock & Van Reken, 1999)

・・・背景：世界各地のエリート層のアメリカ人子弟

アメリカ本土と異なる様子
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９．このタイプ分けの意味

• 社会と子ども（自分）の関係は常に変化する。

↓

• 子どもが成長する中で

あるタイプから、あるタイプへ移行したり、

• また場面や人との関係性によって

あるタイプから、あるタイプへ戻ったりする。

１０．TCK研究の主題

• 子どものアイデンティティ形成

• 主流文化に対する態度形成

• 主流文化に対する文化的対応

↓

動態性のアイデンティティ論が中心

１１．TCKの捉え方

• 「親に随伴して他の社会へ行く子ども」

↓

焦点：「他の社会へ行く」という

「移動」の概念

１２．「移動する子どもたち」

「移動する子どもたち」とは：

１．空間的に移動する子ども

２．言語間を移動する子ども

川上（２００６）より

１３．CCB調査

• CCBインタビュー調査（２００８年より）

調査項目：幼少期の言語使用状況

複数言語環境に対する考え

複数言語学習についての考え

複数言語能力への自己評価

複数言語と自己形成など

調査地：日本各地、豪州各地、タイなど



「移動する子どもたち」のバリエーション
日本人 ハーフ 外国人 日本語 他言語 日本に

居住
日本以外
居住経験

例

○ × × ○ × ○ × 日本にいる日本人

○ × × ○ ○ ○ ○ 日本生まれ。米国・豪
州へ移住した日本人

○ ○ × ○ ○ ○ ○ 日本⇔海外

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ 日本⇔海外
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１５．「移動する子どもたち」

「移動する子どもたち」（CCB)とは：

１．空間的に移動する子ども

２．言語間を移動する子ども

３．カテゴリー間を移動する子ども

１６．CCB（移動する子どもたち）の意味

• CCBは日本語教育において何を提起するか

• 日本語学習者は「移動する存在」である。

• 学習者の動態性は、教育実践の動態性を必
然的にもたらす。

↓

CCBは言語教育のカテゴリーを

無効にする。

結論

• CCBは、これまでの言語教育のカテゴリー

（母語教育、第二言語教育、継承語教育、外
国語教育など）を無効にする。

• 新しい「日本人」の定義はCCBに役立たない。

• 「CCBの言語教育」をどう構築するかが重要な

課題 ↓

今後の方向性：

「主体性の日本語教育」「動態性の日本語育」
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